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今井地区文化財委員会

案内板の建替え・新設案内板の建替え・新設案内板の建替え・新設 案内板の建替え・新設 
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　今井地区文化財委員会（原勝美委員長）では、地区の文化財保護、活用の一環とし
て、地区内の文化財や史跡等に設置されている案内板の建替え、新設を行っています。

地
蔵
堂
跡

　昭和32年に下新田公民館が建
てられるまで、ここに延命地蔵を
祀る「地蔵堂」が建てられ、地区
の集会所として人々の心の拠り所
になっていました。また、松本市
の重要無形文化財に指定されてい
る「事

こと
八
よう
日
か
」の行事もこのお堂で

行われていました。

建替

６５４

　奉安殿には戦前の「教育勅語」と
天皇・皇后両陛下の御真影（写真）
が収納されていました。昭和8年、
今井小学校敷地内に建設され、子
ども達は登下校の際必ず拝礼するよ
うに指導されたといいます。戦後、
宝輪寺の境内に移され、今井の戦
死された121人の御霊を祀る「忠霊
殿」として保存されています。

新設

３２１

旧
今
井
村
奉ほ

う

安あ
ん

殿で
ん（
現
忠
霊
殿
）

田
中
の
山や

ま
の

神か
み

社し
ゃ

跡

　地区内に4ヶ所確認されている
山の神の一つです。山へ出入りす
る際は必ずお参りし、山での無事
を願ったとされます。

建替

３２１

諏
訪
神
社

　諏訪神社の本殿を真ん中に、右
に八幡社、左に八坂社（天王社）
の本殿が祀られています。かつて
八幡社は北耕地、八坂社は南耕地
に祀られていました。

建替

３２１

旧
陸
軍
松
本
飛
行
場
掩え

ん

体た
い

壕ご
う

跡

　終戦間際、現在のスカイパーク
となっている場所に陸軍の飛行場
が建設されました。掩体壕とは、
空爆を避けるために飛行機を収納
する施設です。土をコの字型に盛
上げ、屋根を板や木で覆っていま
した。当時、このような掩体壕が
周辺に30ヶ所余り在ったといわれ
ています。

６５４

新設
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第
35
回 

今
井
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
成
績

★ 

優　
勝　
西
耕
地　

★ 

準
優
勝　
北
耕
地　

★ 

第
３
位　
公
園
西

（
7
チ
ー
ム
参
加
）

今
井
地
区
の
人
口

　
　
　
　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在

　

11
月
27
日
（
土
）、「
今
井
の
地

域
福
祉
を
さ
さ
え
る
会
」
主
催
で

防
災
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
17
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
消
防
局
神
林

出
張
所
の
救
急
隊
員
を
講
師
に

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
が
け
い
れ

ん
し
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を

失
っ
た
状
態（
心
室
細
動
）に
な
っ

た
心
臓
に
対
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻

す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。
電
気

シ
ョ
ッ
ク
は
、
ど
ん
な
時
で
も
成

功
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
と
の
勝
負
で
す
。
成
功
率
は

１
分
ご
と
に
約
７
～
10
％
低
下
し

ま
す
。
救
急
車
の
到
着
ま
で
平
均

約
8
・
7
分
で
す
。
救
急
車
が
到

　

昨
年
の
は
じ
め
の
こ
と
。
私
は

と
あ
る
有
名
動
画
サ
イ
ト
で
ピ

エ
ー
ル
と
出
会
い
、
心
を
奪
わ
れ

た
。
毎
日
ピ
エ
ー
ル
を
想
っ
て
溜

息
が
多
く
な
る
私
。
し
か
し
そ
の

数
週
間
後
、
夫
の
計
ら
い
で
、
な

ん
と
私
は
憧
れ
の
君
と
の
対
面
を

果
た
し
た
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
ピ
エ
ー
ル
の

正
体
に
つ
い
て
明
か
そ
う
と
思

No.285

犬飼　奈都
（西原）

「ピエール
とわたし」

う
。
ピ
エ
ー
ル
は
「
ピ
エ
ル
マ
リ

ア
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
の
青
い

ボ
タ
ン
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
で
あ

る
。
初
め
て
そ

の
音
を
聞
い
た

時
、
目
の
前
に

フ
ラ
ン
ス
の
古

い
街
並
み
を
見

た
。
素
朴
で
温

か
い
音
色
だ
。

　

全
く
の
初
心

者
だ
っ
た
が
、
縁
あ
っ
て
例
の
動

画
で
演
奏
し
て
い
た
方
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
教
え
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
練
習
は
毎
日
欠
か

さ
ず
や
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、
幼

い
娘
は
気
を
遣
っ
て
静
か
に

お
絵
描
き
な
ど
し
て
く
れ

る
。
で
き
た
娘
で
あ
る
。

　

我
が
子
を
放
っ
た
ら
か
し

て
練
習
に
没
頭
す
る
困
っ
た

母
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
姿
を

娘
に
見
せ
る
の
も
実
は
結
構

良
い
も
の
だ
。
そ
の
う
ち
夫

が
ギ
タ
ー
、
娘
は
鼻
歌
で
参

加
し
て
く
る
。
ピ
エ
ー
ル
が

来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
ち
ん
ど

ん
屋
さ
な
が
ら
の
賑
や
か
な
我
が

家
で
あ
る
。

近
頃
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

に
は
連
日
の
よ
う
に
「
異

常
」
と
い
う
言
葉
が
登

場
し
ま
す
▼
「
観
測
史
上

最
多
雨
量
を
記
録
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
何
回
と

な
く
流
れ
、
全
国
各
地
で
土
砂

崩
れ
や
大
洪
水
な
ど
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
の
も
異
常
気

象
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
▼
我
が
家

は
零
細
農
家
で
す
が
、
気
象
に

振
り
回
さ
れ
こ
の
と
こ
ろ
四
苦

八
苦
で
す
。
真
夏
の
季
節
外
れ

（
異
常
？
）
の
長
雨
で
、
大
喜

び
し
て
い
る
の
は
雑
草
ば
か
り
。

ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
手
に
負

え
ず
、ま
さ
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な

病
害
虫
に
襲
わ
れ
、
こ
れ
に
も
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
▼
異
常
と
い

え
ば
こ
の
娑し
ゃ

婆ば

も
正
常
で
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
見
境
も

な
く
刃
物
を
振
り
回
し
て
殺
人

や
傷
害
事
件
を
起
こ
し
、「
一
度

人
を
殺
し
て
み
た
か
っ
た
」「
殺

す
の
は
誰
で
も
よ
か
っ
た
」な
ど
、

と
て
も
尋
常
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
▼
正
常
で
な
い
よ
う
な
事
柄

が
次
々
に
起
こ
っ
て
い
る
現
実
。

こ
の
先
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
！  

で
も
、
人
類
は
今
ま
で
も
数
々

の
難
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

嘆
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
前
を
向

い
て
明
日
を
信
じ
て
進
み
ま
す
！

（
Ｋ
・
Ｋ
）

着
す
る
前
に
近
く
に
い
る
人
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
使
い
方
は
、

電
源
を
入
れ
る
と
自
動
音
声
が
流

れ
て
手
順
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
井
地
区
内
に
は
、
今
井
公
民

館
、
今
井
小
学
校
、
道
の
駅
「
い

ま
い
恵
み
の
里
」
等
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
月
５
日
（
水
）、
子
ど
も
会

育
成
会
主
催
で
餅
つ
き
大
会
・
凧

揚
げ
・
書
き
初
め
が
行
わ
れ
、
19

名
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

凧
の
し
っ
ぽ
に
名
前
や
好
き
な

言
葉
を
筆
で
書
き
、
凧
揚
げ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
「
わ
ー
い
！
高
く
上
が
っ
た
」

と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
会
育
成
会

子
ど
も
会
育
成
会

餅
つ
き
大
会
＆
凧
揚
げ

餅
つ
き
大
会
＆
凧
揚
げ

防
災
講
習
会

防
災
講
習
会

　　

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
？

書き初め 凧揚げ

世
帯
数  �����

一
、五
六
七
戸

人　
口  �����

三
、七
八
二
人

男　
性  �����

一
、八
三
〇
人

女　
性  �����

一
、九
五
二
人

今
年
の
新
成
人
数  ����

三
九
人
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